
購
読
申
し
込
み
用
紙

新
聞
『
思
想
運
動
』
の
定
期
購
読
を
申
し
込
み
ま
す
。

１
.　
６
号
分
（
３
か
月
）	
1,500

円
２
.　
12
号
分
（
半
年
）	

3,000
円

３
.　
24
号
分
（
１
年
）	

6,000
円

雑
誌
『
社
会
評
論
』
の
定
期
購
読
を
申
し
込
み
ま
す
。

１
.　
１
号
分
	
	

1,500
円

２
.　
２
号
分
（
半
年
）	

3,000
円

３
.　
４
号
分
（
１
年
）	

6,000
円

次
の
単
行
本
を
注
文
し
ま
す
。

１
.　
戦
後
労
働
運
動
史
全
６
巻
（
芝
寛
・
小
林
英
男
・
	海
野
幸
隆
共
著
）		

各
巻
1890

円
（
税
込
）、
送
料
別
	全
巻
注
文
10,000

円
（
税
込
）

２
.　
ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
は
主
張
す
る
（
活
動
家
集
団
思
想
運
動
訳
・
編
）		

	2000
円
（
税
別
、
送
料
別
）	

３
.　
労
働
法
制
改
悪
の
根
源
を
撃
つ
（
小
川
町
企
画
編
）		

	1500
円
（
税
別
、
送
料
別
）

４
.　
創
造
と
し
て
の
革
命
（
武
井
昭
夫
著
）		

	3200
円
（
税
別
、
送
料
別
）

キ
リ
ト
リ
線
✂

氏
　
名
	
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
　
　
　
　
　
所
属
な
ど
　
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

住
　
所
　
＿
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＿
＿
＿
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＿
＿
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＿
＿
＿
＿
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＿
＿
＿

電
　
話
	
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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＿
＿
＿
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＿
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
＿
＿
＿
＿
＿
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＿
＿
＿
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＿
＿

『
思

想
運

動
』『

社
会

評
論

』
を

ど
こ

で
知

り
ま

し
た

か
？

１
．
広
告
　
２
．
Ｈ
Ｐ
　
３
．
集
会
配
布
チ
ラ
シ
　
４
．
知
人
に
薦
め
ら
れ
て

５
．
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
） （

該
当
項
目
に
○
を
つ
け
て

FA
X
03－

3818－
3199ま

で
お
送
りく
だ
さ
い

）
定価1500 円（年間４号／ 6000 円／送料込）

186号のおもな内容

︿特集 　　 帝国主義支配をどう打ち破るのか﹀
反帝・反植民地思想の確立を！―― 一貫する在日朝鮮人への反共・治
安攻撃と闘うために（崔権一・大阪朝鮮高級学校教員）、沖縄と本土の
協働を求めて（新垣毅・『琉球新報』東京報道部長）、世界資本主義の
さらに深まる長期停滞（小野利明・世界経済分析）、安倍政権とメディア
支配（山口正紀・ジャーナリスト／「人権と報道・連絡会」世話人）、諦め
ないたたかいの原動力とは（米丸かさね）、	 巻頭エッセイ 	2016年・「平
和への誓い」を読み上げて（井原東洋一）、映画を通じて平和なアジア
への一歩を（朴英二）、歌「座りこめここへ」のこと（今村一男）、わだつみ
のこえを平和へつなぐ（渡辺總子）、2016年参院選／結果は何を示す
か（佐久間誠）、月刊イオ創刊から20年、さらに「つながり」を（琴基徹）、
労働者通信 	目標を失わせる「目標管理」	（藤原和美）、「新しい手法」に
曝される教育労働者	（藤原晃）、高江・2016夏	（五郎丸聖子）、友の祖
国を訪れて	（堀川久司）、垣根を越え集った脱原発の象徴 （乱鬼龍）
状況 2016 秋 	国際＝英国のＥＵ離脱（沖江和博）、文学＝革命家が孵化
するとき─『ジニのパズル』・『前夜』（吉田晶子）、映画＝意志は強し  生
命より強し ─『蒼のシンフォニー』『超高速！　参勤交代リターンズ』（遠藤
裕二）、	 研究ノート 	宮本百合子の戦中・戦後（中）（松岡慶一・ＨＯＷＳ
戦後文学ゼミ会員）

拉致問題で歪む日本の民主主義（高嶋伸欣）、ヘイト・スピーチと闘うた
めに（前田朗）、放射能汚染と向かい合うための基礎知識（今中哲二）、
原発事故被災者の声（國分富夫）、東日本大震災・壊滅地区復興委員
だより（金野正晴）、〈短歌〉（荒川源吾/加部洋祐）、〈川柳・笑歌〉（笑い
茸）、〈波来土の漫画館〉、〈イラスト通信〉（広浜綾子）などを毎号掲載。

季刊『社会評論』 ●たたかう労働者階級の政治新聞

労働者階級の階級意識の再形成をめざ
す全国政治新聞！ 政治・経済情勢の本
質を明らかにし、ブルジョワ・イデオロ
ギーの虚偽と反動性を暴露し、それとの
たたかいの方向を指し示す。

〒113－0033　東京都文京区本郷３－38－10さかえビル２階
電　　　話　03－3818－6671
ファックス　03－3818－3199
HP		http://www.shiso-undo.jp/
（郵便振替）			00190－０－758235　	 （名義人）小川町企画

小川町企画・関西連絡先　 連絡先：電話 080－4700－6461

 小川町企画

労
働
者
の
メ
ー
デ
ー
行
進
（
一
九
二
一
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
‐
レ
ー
ベ
デ
フ
作
よ
り
）



◦月２回発行（１日・15日）8ページ・１部250円

●本紙・誌と連携してうまれた書籍
	 　発行＝スペース伽耶

﹃
ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
は
主
張
す
る

―
―
も
う
一つ
の
世
界
は
可
能
だ

　
　
　

そ
れ
は
社
会
主
義
だ
！
』

〈
活
動
家
集
団	

思
想
運
動
〉
編
・
訳		

	

二
〇
〇
〇
円
＋
税
、
送
料
別

﹃
労
働
法
制
改
悪
の
根
源
を
撃
つ

―
―
階
級
的
な
見
方
と
闘
い
方
』

小
川
町
企
画
編

	

一五
〇
〇
円
＋
税
、
送
料
別

﹃
戦
後
日
本
労
働
運
動
史
』

	

（
全
６
巻
）

海
野
幸
隆
／
小
林
英
男
／
芝
寛
編

	

各
巻
一八
九
〇
円
（
税
込
）	

	

全
巻
注
文
一〇
、〇
〇
〇
円
（
税
込
）
送
料
別

﹃
創
造
と
し
て
の
革
命

―
―
運
動
族
の
文
化
・
芸
術
論
』

武
井
昭
夫
著	

	

三
二
〇
〇
円
＋
税
、
送
料
別

い
ま
、
大
多
数
の
労
働
者
が
ま
っ
と
う
に
働
い
て
も
生
活
が
苦
し
い

現
実
が
深
刻
化
し
、「
戦
争
法
案
」
強
行
採
決
、
沖
縄
の
新
基
地
建
設

強
行
、
原
発
再
稼
働
、
憲
法
改
悪
…
…
と
戦
争
遂
行
体
制
が
お
し
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
体
な
ん
の
た
め
に
支
配
層
は
わ
た
し
た
ち
労
働
者・

市
民
を
抑
圧
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　そ
れ
は
、
解
決
策
の
な
い
資
本

主
義
の
行
き
詰
ま
り
の
な
か
で
、
独
占
資
本
・
支
配
層
が
み
ず
か
ら
の

危
機
を
労
働
者
・
市
民
に
転
嫁
し
て
乗
り
切
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
手

を
打
た
ざ
る
を
え
な
い
た
め
だ
と
、
わ
た
し
た
ち
は
と
ら
え
て
い
ま
す
。

新
聞
『
思
想
運
動
』
は
、
一
九
六
九
年
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

の
世
界
情
勢
を
み
る
と
、
四
五
年
の
日
本
帝
国
主
義
の
敗
北
以
降
、
民

族
解
放
闘
争
か
ら
社
会
主
義
革
命
へ
と
進
み
つ
つ
あ
っ
た
、
中
国
・
朝
鮮
・

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
人
民
の
た
た
か
い
と
、
こ
の
た
た
か
い
を
圧

殺
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
巻
き
返
し
（
朝
鮮
戦
争
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
な
ど
）
が
、
激
烈
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

国
内
で
は
五
〇
年
代
以
降
、
極
東
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の

反
革
命
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
日
本
独
占
資
本
の
復
活
と
再
軍
備
が
推

進
さ
れ
、六
〇
年
安
保
改
訂
、日
韓
条
約
、沖
縄
「
返
還
」
問
題
な
ど
が
、

日
本
の
明
治
以
降
の
近
代
国
家
成
立
、
ア
ジ
ア
侵
略
・
植
民
地
支
配
の

責
任
を
鋭
く
突
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
問

題
の
根
本
に
、
資
本
主
義
的
近
代
が
引
き
起
こ
す
矛
盾
が
あ
り
、
こ
の

構
造
は
敗
戦
後
七
〇
年
た
っ
た
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
ま
す
。

■　
■　
■　
■

日
本
支
配
層
は
、「
経
済
成
長
」
を
基
軸
に
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
マ

ス
コ
ミ
を
駆
使
し
て
労
働
者
階
級
の
階
級
意
識
を
侵
食
・
破
壊
し
つ
づ
け

て
き
ま
し
た
。
戦
後
民
主
主
義
に
も
と
づ
く
組
合
意
識
（
団
結
し
て
権

利
を
か
ち
と
ろ
う
と
い
う
意
識
）
を
解
体
し
、
企
業
へ
の
帰
属
意
識
に

再
編
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
階
級
と
資
本
家
階
級
の
非
和
解

的
な
関
係
を
隠
蔽
し
、
市
民
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
か
ら
め
と
っ
て
き
た
の
で

す
。労

働
者
の
団
結
を
弱
体
化
さ
せ
た
後
に
行
な
わ
れ
た
の
は
、
低
賃
金
・

非
正
規
・
切
り
捨
て
自
由
の
労
働
分
野
の
規
制
緩
和
、
国
営
企
業
の
解

体
と
民
営
化
に
代
表
さ
れ
る
新
自
由
主
義
政
策
で
し
た
。
戦
後
か
ち
と

ら
れ
て
き
た
労
働
者
人
民
の
諸
権
利
は
、「
自
己
責
任
」
の
も
と
、
は
ぎ

と
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

■

　■

　■

　■

現
状
を
根
本
的
に
変
革
す
る
手
立
て
を
、
労
働
者
み
ず
か
ら
の
手
に

と
り
も
ど
す
た
め
に
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
？

　わ
た
し
た
ち
は
、
そ
の

課
題
の
解
決
を
労
働
者
の
階
級
意
識
の
形
成
に
見
す
え
て
い
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
職
場
で
、
学
園
で
、
地
域
で
、
直
面
し
て

い
る
日
々
の
問
題
と
た
た
か
い
、
そ
う
し
た
個
別
具
体
的
な
課
題
を
、

単
に
個
々
人
の
課
題
の
追
求
と
し
て
時
代
状
況
の
全
体
か
ら
切
り
離
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
た
た
か
い
の
意
味
を
、
時
代
状
況
の
な

か
に
位
置
づ
け
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
と
ら
え
か
え
す
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
手
間
の
か
か
る
こ
と
で
す
が
、
こ
の
た
た
か

い
を
共
同
し
て
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
の
本
質
を
と
ら
え
、
資

本
主
義
社
会
を
変
革
す
る
思
想
を
鍛
え
て
ゆ
く
こ
と
―
―
。 

新
聞
『
思

想
運
動
』
は
、
そ
う
し
た
運
動
に
資
す
る
革
命
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

創
造
を一
貫
し
て
追
求
し
て
ゆ
き
ま
す
。

変
革
の
た
め
の
思
想
と
運
動
を

〔990（2016年11月１日）号１面〕「ロシア十月社会主
義革命１００周年へ向けて」の連載がスタート！

◦主張　資本主義の混迷は深まる一方。にもかかわ
らず、資本主義を打ち倒し社会主義をめざす運動は
思想的頽廃の極限に達している。社会主義と労働者
階級の国際主義に立脚した〈主張〉を展開し、労働
者人民の進むべき道を指し示す。
◦労働　労働組合運動の階級的強化に照準をすえ
て、運動の現状を批判、さらにその克服に向けた産
業別の闘う方針提起、現場で闘う全国各地の労働者
が書き送る〈労働者通信〉も掲載。
◦文化・芸術　現代における文化・芸術の存在意義
とは何か。本紙は社会変革の志を秘めた、多様なジャ
ンルの表現を取り上げる。批評をつうじて作り手に新
たな視角を提供し、受け手の現状認識を揺さぶる創
造をめざす。
◦国際　社会主義にむけ苦闘する世界人民のたたか
いの鼓動を伝える。マスコミの虚偽報道に頼ること
なく、革命運動・労働者のたたかいを機関紙・誌な
どの直接資料にもとづいて分析・紹介。ギリシャ・朝
鮮半島情勢など多角的に報道。
◦大衆運動　「戦争法」廃止、壊憲阻止、沖縄、反
原発、朝鮮高校無償化除外反対など、社会の変革の
ために闘われる運動の最前線を伝える。

 

辺野古基地建設も高江ヘリパッドも許
すな！　９・11新宿デモ
 （『思想運動』2016年９月１５日号）

戦争法の強行成立から１年目にあたる
９月19日、国会正門前行動には２万
3000人が結集した。
 （『思想運動』2016年10月1日号）

 山下菊二＜供御画＞（1969年）
 （『思想運動』2016年９月1日号）

高江ヘリパッド建設を阻止するぞ！
１分１秒でも土砂搬入を遅らせよう！
 （『思想運動』2016年10月１５日号）

 最近号の1面の写真から


